


















研究目的

　本研究は心身障害を中心とする各種遺伝性疾患が日本人集団にどの頻度で存

在するかを明らかにするとともに,この頻度に影響する自然淘汰の強さ,突然変

異の頻度,近親婚率などの現状と時代的変化を調べて,心身障害者頻度の将来の

見とおしを知り,その予防に関する方針樹立に必要な基礎資料とする。遺伝性

疾患には類似の症状を示しながら本態の異なる場合が少なくないので,疾患の

分類にあたっては特にこのような異質性の存在を考慮しつつ遺伝要因の分析に

努めたが,これも心身障害の病因究明と予防に役立つであろう。


